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一方 ､T'･成 元年告示 の学 習指導要領 との相
違 点 は､ 次 の 2点で あ る ｡
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図3のギャップを解消するため､分利分数か
らIitとしての分数へ､どのように移行指導すれ
ばよいかを笑iiEut-Jに検証することが大切であ
ると考えるo
(3)丑分数から数としての分数-の移行
%'3学年では､量分数から数としての分数
に碓展的に移行するC
ギャップ
匝 〕-=〇としての分数
図4 伺分数と数としての分数のギャップ
例えば､2/3mという分数は､次のような捉
え万がある｡
01mを3等分した大きさの2つ
01/3mの2つ分
前者は､鞄分数であり､卜記の学習指導要領
のアの指導]‡項に関する取り扱いである｡
ア 等分した大きさや端数の大きさを表すの
に分数を用いること｡また､分牧の鹿し
方について知ること
後者は数としての分数であり､今回とりたて
て指掛 項として示されたイの内容である｡
イ /)Jt数は､ 朝生/分敏のいくつ分かで表せる
ことを知ること
第3乍年で1を超える分数を取り扱ってよいと考
える人がいる｡この取り扱いは､'7t分数から敬と
しての分数へ移行できていなければ､この学?･耶ま
瓜立しない04/3rnという大きさは､ilt分数の
概念のカテゴリー では説明がつかないからである｡
すなわち､1mを3等分した場合､｢1つ分J｢2つ分｣
｢3つ分｣は存在しても､｢4つ分Iは存在しない
からである｡このように杭分数から数としての分
数へ移行する過掛ま遠い道のりがある.
どのように丑分数から教としての分数-移行す
ればよいかを実証敵に取り組んだ研究はほとんど
見当たらない｡
8 結語
算数 ･数学教育のカリキュラムがスパイラル
方式に変史された｡スパイラル方式の算数教育
のカリキュラムは､一般に､繰り返し学習が行
われるため､卜ー位周の子どもの分数概念の形成
に有効に機能するものと考えられる｡
ここで注意をすべきことは､単に､ス/くイラ
ルを同じ指導内容を繰り返し指導すると考え
ている人がある｡誤解であるっスパイラルは､
同じ内容を取り扱うのではなく､既習解境を基
礎にして進化･発展的に数学的思考させなけれ
ば意味がないのである｡
第2学年で簡単な分数といって1/2,1/
4といった表記まで取り扱うようになってい
るが､下記の3つの段階のうちの第1職階の指導
であり､第3学年では､筒としての分数へ進化
発展するように指導する必要がある｡
第1段階 分割分数
第2段階 抗としての分数
第3段階 数としての分数
図5 分数枚念の形成段階
分数の概念形成において､上記の3つのステ
ップを単組 こ直線的に移行 し､進化するもので
はないと考える｡相互に往復しながら次の段階
に移行するもの考える｡
数としての分数
Ja･としての分数
どのよう布過程を通してこの3つの段階を漸
次移行して数としての分数概念を形成 してい
くのかを実証的に研究することが､分数放念の
形成の研究場 であると考える｡
ー84-
く参考文献>
1 文部科学省､｢小学校学習指神葬敏解説算
奴編｣､平成元年 ･11年 ･20年.
2 文部省､｢小学校指導番､界数編｣､1978,
1989.
3 ｣ELEl実他､｢算数･数学教育の理論と実践J､
現代教育礼 2003.
4 新算数教育研究会編集､算数授某の新展順
講座､算数教育の基礎理論1990.
5 Ll打痛右､現代カリキュラム研究､学文杜､
2005.
6 飯島康夫､算数 ･教学教育の研究のすすめ
かた､虎作観相.版社1985.
ー85-
